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 二学期が、２０２１年が終わります！皆さん、どうぞよいお年を！ 
気づけば２０２１年も終わりに近づき、本日、二学期の終業式を迎えました。この二学期も、４月からの９か月間も、本当にあっという間

に過ぎてしまった感じがします。今年度も昨年に引き続きコロナウイルス感染症対策に追われました。６月の修学旅行をはじめ、すべての行

事に制限がかかったため、延期や規模の縮小、内容の変更、中止等をしなければいけなくなりました。授業も 45分授業や午前中までの短縮

校時になったり、中体連等の大会が無観客になったりと、制限付きでした。そのような中でも、皆さんはよく我慢し、よく頑張りました。特

に「Fall Fastival」では、体育的・文化的両方の取組を短時間でしなければいけない状況でしたが、生徒会を中心に全校で一丸となって、

行事を成功させることができました。大変でしたが、二学期までの経験は実績となり、自信となって、これからの中央中学校の礎になってい

くはずです。そのようなことを思いながら、今年のまとめをしておきましょう。 

今日、皆の手には通知表が手渡されます。そこにはそれぞれの頑張りが数字等で表され、担任の先生から皆さんへの言葉があります。それ

を見ながら学習の到達度合いや成果、生活の様子等を確認しておきましょう。このことは新年の抱負やこれからの課題を確認することにつな

がります。そして明日からは冬休み。今年は１８日間も休みがありますので、計画を立て、時間を有効に使って過ごして下さい。健康にも気

を付け、家族とのふれあいも大切にしながら、充実した冬休みを過ごして下さい。ご家族共々、良い年をお迎えください。 

 

 
 

中塚さん 給食献立  
12月８日の給食は、「小学生レシピコンクール献立」となっていましたが、この日

の【キャベツと鶏ひき肉のカレー風味炒め】は、１年生の中塚えりさんが小学校の    

時に考えたレシピだそうです。この日の献立が中塚さんレシピだと聞いていたので 

楽しみにしていましたが、実際に食べてみて、本当 

においしかったです。これを小学生の時に考えたのは 

すごいと思います。中塚さん、ごちそうさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 
 12月15日（水）、北九州市中文連「弁論大会」がひびしんホールで開催されまし

た。中央中から、巴田広香さん（2-1）、宮崎沙香さん（1-1）大下愛花さん（1-2）

の3人が出場し、それぞれがテーマについて自分の考えをステージ上から大勢の前

で堂々とで述べました。入賞には届きませんでしたが、素晴らしい“挑戦”だった

と思います。３人とも、準備から練習、本番とお疲れさまでした。 

「まだまだコロナウイルスが流行する中、審査員の方々や他の参加者の前で、きれいなホールで 

自分の意見を発表する場ができて、本当に貴重な体験をさせていただいたと思います。」 

「賞をとることはできなかったけど、あのステージに立てたことで、すごく良い経験になった。来

年、また出られるなら、今年よりもっと良い弁論にして出場したいです。」 

「私は弁論大会で『いじめ』についての自分の意見を発表しました。緊張したけれど、自分なりに 

表現しながら発表することができました。」 

 
＜バスケット部＞ 

 ◇八幡東区新人バスケットボール大会 

  （12月11日、18日 枝光台中） 

  男子 優勝 市内大会進出（R4,1/8,9） 

  女子 １回戦惜敗 

＜男子バレー部＞ 

 ◇北九州市中学校新人バレーボール大会 

（12/18・19 小倉北体育館ほか） 

  男子 市内第４位 

   ＊市内ベスト４に入ったが、県大会出場ならず。 

＜空手＞ 

 ◇第１６回福岡県中学生新人空手道大会（12/5 福岡市総合体育館） 

  ＊個人：型の部  白土 蓮宝さん（2-1）  予選通過に一歩及ばず惜敗 

                         令和３年 １２月 ２３日 

北九州市立中央中学校 

校長  宮 基 章 弘 

              第 １６ 号 

 

令和３年度 

学校だより 

 自立 克己 友愛 

＜学校教育目標＞ 

◎規律ある学校生活を通して、確かな学力を 

身に付けさせ、健やかな体と思いやりのある 

心豊かな生徒を育成する 

ゆめみらいワーク  
12月3日（金）に、２年生がキャリア教育の一環として、北九州市主催の「ゆめみ

らいワーク2021」に参加してきました。これは、地元企業や大学等がブースをだし

て、それぞれの職の内容について紹介し、生徒の職業観の醸成に役立てようと開催さ

れている体験型イベントです。70を超える様々な職種の説明を聞いたり、実際に体験

したりして、班の仲間と楽しそうに参加していました。２年生は11/29にも「リモー

ト職場体験」として【日立システムズ】の方のお話を伺っています。自分の進路、自

分の将来について考えるきっかけになってくれればと思います。 

◆「私は美萩野臨床医学専門学校に行ってまず、自分の将来の夢が医療系ということもあり、すごく

ワクワクしていました。実際に行ってみて“手洗いチェック”をしました。LEDライトに照らしてみる

と、全くきれいに洗えていませんでした。今、コロナ禍で消毒がすごく大切な時期、正しい消毒の仕

方を学びました。さらに医療系の仕事に興味をもつことができてよかったです。」（2-1 石橋青空） 

◆「私は前からお菓子作りに興味があったので、『北九州調理製菓専門学校』のブースでパン生地

の中にあるグルテンについて教えていただきました。パンを作るとき、このグルテンがとても大切で

あることを知り、パン作りに興味がわきました。」 （2-2 五十嵐 彩香） 

３年生バレークラスマッチ開催！
 12月9日（木）に、３年生にとっては中学最後のクラスマッチが行われました。種

目はバレーボールです。当初は一学期に計画していたのですが、コロナ感染症の関係

で、開催を見合わせていました。何度も延期して、やっと実施できましたので、皆、

とても楽しそうに競技していました。最後には先生チームとの対戦もあり、大変盛り

上がりました。 

1年生「箏の授業」

 12月７日、講師の先生をお招きして、１年 

生に箏（そう）の実技指導をしていただきまし 

た。箏とは、弦に柱がついているもので、柱の 

付いていない琴とは楽器としては別のものだそ 

うです。箏に初めて触れるという人もいる中、 

はじめはバラバラだった音色も、弾き方を教え 

ていただくにつれて、きれいな音に変わってい 

きました。その後、授業を重ねていき、今では 

廊下に口ずさみたくなるような“さくら”の曲 

が聞こえてくるまで上達しています。なお、箏の授業は、全学年で行われました。 

 

 

輝け！中央中 

中央ＮＯＷ！  ＝輝く生徒たち！＝ 

 

お母さんにも手伝ってもらったけど、自分が作ったものが

学校で（給食に）出るとなって緊張していました。でも、

みんなが「おいしい！」と言ってくれて嬉しかったです。       

1-1 中塚 えり 

 

最初は箏を演奏するのは難しそうだなと思っていたけど、練習をしていくうちに演奏ができ

るようになっていったので嬉しかったです。またピッツィカートやスクイ爪等の奏法によって

音の感じが変わった所もおもしろく感じ、とてもいい経験になったし、他の和楽器について

ももっと知りたいなと思いました。   1-2 松藤 あさ美 

◎保護者・地域の皆様のご理解・ご協力のもと、二学期を無事終了できましたことに、心より感謝申し上げます。 来年も引き続き、よろしくお願いいたします。よい年をお迎えください。   中央中学校 校長  宮基章弘 

煮込みうどん、ヨーグルトと一緒に 

 
12/10 ひびしん俳句大賞理事長賞が 

3年保里さんに贈呈されました。 


